
Title 『紅楼夢』研究における脂評の位置づけ : 甲戌本と
庚辰本にみえる脂評を中心に

Author(s) 王, 竹

Citation 中国研究集刊. 2013, 57, p. 61-81

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/58687

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



中
国
研
究
集
刊 

巨
号
（
総
五
十
七
号
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

六
一
︱
八
一
頁

『
紅
楼
夢
』
研
究
に
お
け
る
脂
評
の
位
置
づ
け

―
甲
戌
本
と
庚
辰
本
に
み
え
る
脂
評
を
中
心
に
―

王 
 

竹

は
じ
め
に

　

周
知
の
よ
う
に
、『
紅
楼
夢
』
研
究
は
、
版
本
の
比
較
研
究
に

よ
っ
て
原
文
の
文
字
や
文
体
を
回
復
す
る
版
本
学
、
脂
硯
斎
の
評

論
を
中
心
に
研
究
す
る
脂
学
、
失
わ
れ
た
八
十
一
回
以
降
を
探
究

し
原
著
の
精
神
を
明
確
に
す
る
探
逸
学
、
曹
雪
芹
お
よ
び
曹
氏
一

族
を
研
究
し
曹
雪
芹
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
曹
学
の
四
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま

で
は
、
版
本
や
そ
の
続
作
、
あ
る
い
は
小
説
の
成
立
過
程
や
作
者

の
生
涯
な
ど
を
め
ぐ
る
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
拙
稿
「『
紅
楼
夢
』
の
思
想
的
研
究
序
論
」（
注
1
）で
も
述

べ
た
よ
う
に
、『
紅
楼
夢
』
研
究
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
手
か
が

り
と
な
る
の
は
、
脂
学

―
脂
硯
斎
と
い
う
人
物
を
知
り
、
残
さ

れ
た
多
く
の
脂
評
を
深
く
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る（
注
2
）。と
こ
ろ

が
、『
紅
楼
夢
』
研
究
で
は
も
っ
ぱ
ら
版
本
や
曹
家
の
考
証
が
も

て
は
や
さ
れ
、
脂
評
本
を
め
ぐ
っ
て
創
作
過
程
や
小
説
の
題
材
、

時
代
背
景
な
ど
を
研
究
す
る
こ
と
が
盛
ん
で
、
脂
評
を
用
い
て
小

説
全
体
の
思
想

0

0

0

0

0

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば

脂
評
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
紅
楼
夢
』
の
思
想
的
研

究
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
が
現
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
脂
評
の
位
置
づ
け
が
正
し
く
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
み
じ
く
も
鄧
遂
夫
が
「
脂
批
に
よ
っ
て
小
説
の
独
特
の
表
現

手
法
と
潜
在
的
な
思
想
を
解
明
す
る
の
は
、
脂
評
本
研
究
の
中
で

最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」（
注
3
）と
い
う
よ
う
に
、
脂
評
の
内
容

（ 61 ）



を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
が
『
紅
楼
夢
』
の
思
想
研
究
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
甲
戌
本
と
庚

辰
本（
注
4
）に
み
ら
れ
る
脂
評
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を

検
証
し
な
が
ら
、『
紅
楼
夢
』
研
究
に
お
け
る
脂
評
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
す
る
。

一
、
甲
戌
本
に
み
え
る
脂
評
二
条

　

一
九
二
七
年
、
新
紅
学（
注
5
）の
創
始
者
胡
適
は
『
脂
硯
斎
重
評

石
頭
記
』
の
転
写
本
を
入
手
し
た（
注
6
）。
こ
の
写
本
は
第
一
回
～

第
八
回
、
第
十
三
回
～
第
十
六
回
、
第
二
十
五
回
～
第
二
十
八
回

の
十
六
回
分
し
か
残
存
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
一
回
に
は

他
の
早
期
抄
本
に
は
見
ら
れ
な
い
脂
評
「
至
脂
硯
斎
甲
戌
抄
閲
再

評
、
仍
用
石
頭
記
（
甲
戌
の
年
に
脂
硯
斎
が
書
き
写
し
て
再
び
評

論
を
加
え
た
時
も
な
お
、
書
名
に
「
石
頭
記
」
を
用
い
て
い
る
）」

が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
甲
戌
」（
一
七
五
四
年
）
に
因

ん
で
、
後
世
こ
れ
を
「
甲
戌
本
」
と
い
う
。

　

一
九
六
一
年
、
そ
の
影
印
本
が
『
乾
隆
甲
戌
本
脂
硯
斎
重
評
石

頭
記
』
と
題
し
て
台
湾
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
胡
適
は
「
影
印
《
乾
隆
甲
戌
脂
砚
斋
重
评
石
头
记
》
的
缘

起
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
せ
、
甲
戌
本
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

概
括
し
て
い
る
。

…
…
私
は
甲
戌
本
を
『
紅
楼
夢
』
最
古
の
写
本
だ
と
指
摘
し

て
き
た
。
そ
れ
は
本
文
の
前
に
四
百
字
の
「
凡
例
」
が
あ
る

こ
と
、
脂
硯
斎
自
ら
題
し
た
七
言
律
詩
が
あ
る
こ
と
、
そ
の

詩
の
最
後
の
一
句
に
「
字
字
を
看
る
に
血
な
り
、
十
年
辛
苦　

尋
常
な
ら
ざ
ら
ん
」。
こ
れ
ら
は
通
行
の
鈔
本
、
刻
本
に
は
な

い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
写
本
に
は
、
す
べ
て
の
回
に

朱
筆
の
眉
評
、
夾
評
、
小
さ
な
字
で
書
き
付
け
ら
れ
た
評
語

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
曹
雪
芹
の
家
の
事
、
卒
年
に
関

す
る
こ
と
、『
紅
楼
夢
』
最
初
原
本
の
状
態
な
ど
を
知
る
こ
と

で
き
る
重
要
な
資
料
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
三
回
【
脂
評
】

に
み
え
る
第
十
三
回
の
作
者
に
よ
る
原
題
は
「
秦
可
卿
淫
丧

天
香
楼
」
で
あ
っ
た
が
、【
曹
雪
芹
】
が
こ
の
回
を
完
成
し
た

後
、「（
秦
可
卿
を
）
赦
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
【
脂
硯
斎
】

の
提
言
が
あ
り
、
よ
う
や
く
「
天
香
楼
の
秘
事
を
削
除
し
、

原
文
よ
り
四
、
五
ペ
ー
ジ
が
少
な
く
な
っ
た
」。
ま
た
、
脂
評

に
は
、
散
逸
し
た
後
半
の
内
容
、
あ
る
い
は
曹
雪
芹
が
予
定

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
構
想
な
ど
を
考
証
す
る
の
に
役
に

立
つ
資
料
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
第
二
十
八
回
の
脂
評

「
後
の
回
に
は
琪
官
と
襲
人
は
共
に
最
後
ま
で
宝
玉
に
仕
え

る
」、
第
二
十
七
回
の
脂
評
「
そ
の
後
、
紅
玉
は
宝
玉
に
と
っ

て
大
い
に
力
と
な
る
」
な
ど
か
ら
み
る
と
、
高
鶚
の
四
十
回

続
作
は
全
く
曹
雪
芹
の
残
稿
を
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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今
日
ま
で
甲
戌
本
よ
り
古
い
鈔
本
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
甲
戌
本
の
脂
評
の
量
よ
り
多
い
鈔
本
も
存
在
し
な

い
。
甲
戌
本
は
十
六
回
残
存
す
る
の
み
で
は
あ
る
が
、
そ
の

脂
評
は
他
の
す
べ
て
の
鈔
本
よ
り
多
い
。

今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
の
甲
戌
本
が
最
も
古
く
、
か
つ
最
も

価
値
が
高
い
『
紅
楼
夢
』
の
写
本
で
あ
る
。

…
…
我
指
出
这
个
甲
戌
本
子
是
世
间
最
古
的
《
红
楼
梦
》
写

本
，
前
面
有
„
凡
例
＂
四
百
字
，
有
自
题
七
言
律
诗
，
结
句

云
：
„
字
字
看
来
皆
是
血
，
十
年
辛
苦
不
寻
常
＂，
都
是
流

行
的
钞
本
刻
本
所
没
有
的
。
此
本
每
回
有
朱
笔
眉
评
，
夹

评
，
小
字
密
书
，
其
中
有
极
重
要
的
资
料
，
可
以
考
知
曹
雪

芹
的
家
事
和
他
死
的
年
月
日
，
可
以
考
知
《
红
楼
梦
》
最
初

稿
本
的
状
态
，
如
第
十
三
回
作
者
原
题
„
秦
可
卿
淫
丧
天
香

楼
＂，
后
来
„
姑
赦
之
＂
才
„
删
去
天
香
楼
事
，
少
却
四
五

页
＂。
评
语
里
还
有
不
少
资
料
，
可
以
考
知
《
红
楼
梦
》
后

半
部
预
定
的
结
构
，
如
云
，
„
琪
官
后
回
与
袭
人
供
奉
玉
兄

宝
卿
，
得
同
始
终
＂（
二
十
八
回
评
），
如
云
„
红
玉
（
小

红
）
后
有
宝
玉
大
得
力
处
＂（
二
十
七
回
评
），
此
皆
可
见
高

鹗
续
作
后
四
十
回
，
并
没
有
雪
芹
残
稿
作
根
据
。

直
到
今
天
为
止
，
还
没
有
出
现
一
部
钞
本
比
甲
戌
本
更
古

的
，
也
还
没
有
一
部
钞
本
上
面
的
评
语
有
甲
戌
本
那
么
多

的
。
甲
戌
本
虽
止
有
十
六
回
，
而
朱
笔
细
评
比
其
他
任
何
本

子
多
得
多
。

所
以
到
今
天
为
止
，
这
个
甲
戌
本
还
是
世
间
最
古
又
最
可
宝

贵
的
《
红
楼
梦
》
写
本（
注
7
）。

　

胡
適
の
い
う
よ
う
に
、
甲
戌
本
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
み

え
る
脂
評
か
ら
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一　

原
本
に
最
も
近
い
版
本
は
甲
戌
本
で
あ
る
。

二　

�『
紅
楼
夢
』
の
成
書
に
は
少
な
く
と
も
十
年
の
歳
月
を

費
や
し
た
。

三　

�

散
逸
し
た
八
十
一
回
以
降
の
内
容
と
構
想
の
て
か
が

り
。

四　

�

通
行
し
て
い
た
高
鶚
の
四
十
回
続
作
は
曹
雪
芹
と
は
無

縁
で
あ
る
。

五　

�

そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
脂
評
が
他
の
抄
本
よ
り
多
い
。

　

甲
戌
本
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、『
紅
楼
夢
』
の
版
本
は
程
高

本（
注
8
）が
通
行
し
て
い
た
。
そ
の
序
に
、「『
紅
楼
夢
』
の
本
名
は

『
石
頭
記
』
で
あ
り
、
作
者
を
特
定
す
る
こ
と
も
、
ど
の
よ
う
な

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
曹

雪
芹
氏
が
数
回
に
わ
た
っ
て
削
除
修
正
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
」（
注
9
）と
あ
っ
た
た
め
、
も
と
も
と
『
石
頭
記
』
と
題

さ
れ
て
い
た
『
紅
楼
夢
』
は
曹
雪
芹
に
よ
っ
て
手
を
加
え
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
曹
雪
芹
の
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
断
定
し
が

た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（ 63 ）



　

と
こ
ろ
が
、
胡
適
は
甲
戌
本
第
一
回
に
上
述
の
通
説
を
覆
す
に

足
る
内
容
の
脂
評
二
条
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
一
つ
は
「
壬
午

除
夕
，
書
未
成
，
芹
為
涙
尽
而
逝
（
壬
午
（
一
七
六
三
年
）
の
大

晦
日
、
本
書
は
ま
だ
完
成
で
き
ず
、
そ
の
た
め
（
曹
雪
）
芹
は
涙

が
つ
き
て
逝
っ
た
）」
の
一
文
、
も
う
一
つ
は
、
冒
頭
に
あ
げ
た

「
至
脂
硯
斎
甲
戌
抄
閲
再
評
，
仍
用
石
頭
記
」
の
一
文
で
あ
る
。

胡
適
は
こ
れ
ら
の
二
文
か
ら
以
下
の
こ
と
を
結
論
し
た
。

一　

作
者
は
曹
雪
芹
で
あ
る
こ
と
。

二　

�

通
行
し
て
い
る
百
二
十
回
本
は
曹
雪
芹
の
作
品
で
は
な

い
こ
と
。

三　

�

曹
雪
芹
の
卒
年
は
壬
午
の
年
、
す
な
わ
ち
乾
隆
二
十
七

年
（
一
七
六
三
年
）
の
除
夕
（
二
月
一
二
日
）
で
あ
っ
た

こ
と（
注
10
）。

四　

�

脂
硯
斎
は
実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
。

五　

�『
紅
楼
夢
』
は
曹
雪
芹
と
脂
硯
斎
と
の
共
同
作
業
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と（
注
11
）。

　
「
至
脂
硯
斎
甲
戌
抄
閲
再
評
、
仍
用
石
頭
記
」
の
一
文
は
、
甲

戌
の
年
に
脂
硯
斎
が
『
紅
楼
夢
』
を
読
み
、
書
き
写
し
、
再
び
評

論
を
加
え
、『
石
頭
記
』
を
書
名
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
経
緯

―
曹
雪
芹
に
よ
る
原
稿
執
筆
お
よ
び
修
訂
後
に
、
脂

硯
斎
が
「
抄
閲
」
し
て
評
論
を
加
え
る
と
い
う
、
作
者
と
評
者
と

が
共
同
で
作
業
を
進
め
る
創
作
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
前
例
の
な
い
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
再
」
と
「
仍
」
の
二
文
字
は
、
甲
戌
本
以
前
、
あ
る

い
は
曹
雪
芹
が
『
紅
楼
夢
』
を
執
筆
し
始
め
た
こ
ろ
、
脂
硯
斎
は

す
で
に
創
作
活
動
に
参
与
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
『
石
頭
記
』

を
書
名
と
す
る
決
定
に
脂
硯
斎
も
直
接
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
い
え
ば
、
作
品
の
題
名
が
『
紅
楼
夢
』
で
あ
る
か

『
石
頭
記
』
で
あ
る
か
と
い
う
議
論
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は

さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
甲
戌
本
の
す
べ
て
の

巻
首
に
「
脂
硯
斎
重
評

0

0

0

0

0

石
頭
記
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。「
石
頭
記
」
の
上
に
記
さ
れ
た
「
脂
硯
斎
重
評

0

0

0

0

0

」
の
五
文
字

は
、
曹
雪
芹
が
当
初
か
ら
脂
評
と
小
説
は
一
体
で
あ
る
と
考
え
た

末
に
題
し
た
書
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
作
品
は
出
来
上

が
っ
た
草
稿
を
そ
の
つ
ど
脂
硯
斎
に
閲
読
・
評
論
し
て
も
ら
い
、

曹
雪
芹
は
そ
れ
を
承
け
て
さ
ら
に
推
敲
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た

め
、
書
名
は
「
紅
楼
夢
」
で
も
「
石
頭
記
」
で
も
な
く
、
あ
く
ま

で
「
脂
硯
斎
重
評
石
頭
記
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
曹
雪

芹
の
真
意
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
脂
硯
斎
の
脂
評
の
よ
う
な
評
論
は
、『
紅
楼
夢
』

に
先
立
つ
『
水
滸
伝
』
や
『
三
国
志
演
義
』
に
も
み
ら
れ
る
。
金

聖
嘆
に
よ
る
『
水
滸
伝
』
の
批
評
も
、
毛
宗
崗
に
よ
る
『
三
国
志

演
義
』
の
批
評
も
、
一
見
脂
評
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
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全
く
異
質
で
あ
る
。
金
聖
嘆
と
毛
宗
崗
の
評
論
は
作
者
の
死
後
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
一
読
者
の
立
場
か
ら
加
え

ら
れ
た
評
論
に
と
ど
ま
る
。
す
べ
て
個
人
的
な
コ
メ
ン
ト
で
あ

り
、
作
者
と
は
全
く
無
関
係
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
脂
評
は
創
作
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
評
論
と

は
根
本
的
に
違
う（
注
12
）。

　

と
こ
ろ
が
、
伊
藤
漱
平
は
「
脂
硯
に
よ
る
ほ
し
い
ま
ま
な
本
文

加
筆
は
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
彼
は
金
聖
嘆
ば
り
の
評
を
施
す
こ

と
で
満
足
し
、
評
者
と
し
て
の
分
際
を
か
な
り
忠
実
に
守
っ
た
で

あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。（
尤
も
そ
の
評
も
、
個
人
的
感
傷
に
溺

れ
た
嫌
い
が
あ
り
、
批
評
と
し
て
は
成
功
し
な
か
っ
た

が
。）」（
注
13
）と
、
脂
硯
斎
は
小
説
本
文
に
手
を
加
え
る
こ
と
も
せ

ず
、
金
聖
嘆
の
よ
う
な
個
人
的
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で
満

足
し
、
評
者
と
し
て
の
立
場
を
守
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
と
い

う
。
さ
ら
に
、
脂
評
は
「
個
人
的
感
傷
」
に
浸
っ
た
も
の
で
、
評

論
と
し
て
さ
え
成
功
し
て
い
な
い
と
、
ま
る
で
脂
評
そ
の
も
の
の

価
値
を
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
施
耐
庵
は
金
聖
嘆
と
相
談
し
て
書
名
を
『
水
滸

伝
』
と
し
た
の
で
は
な
い
し
、
羅
貫
中
も
ま
た
毛
宗
崗
と
共
に
作

品
名
を
『
三
国
志
演
義
』
と
決
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
や

彼
ら
の
評
論
と
作
品
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
周
汝
昌
も
い
う
よ
う

に
、「
脂
硯
斎
は
『
紅
楼
夢
』
の
作
者
と
同
時
代
人
で
あ
っ
た
ば

か
り
か
、
作
者
と
も
昵
懇
の
間
柄
に
あ
っ
た
縁
者
で
あ
り
、
の
み

な
ら
ず
、
脂
硯
斎
は
『
紅
楼
夢
』
の
創
作
過
程
を
く
ま
な
く
熟
知

し
て
い
た
う
え
、
み
ず
か
ら
作
者
の
執
筆
活
動
に
直
接
か
か
わ
っ

た
協
力
者
で
も
あ
っ
た
」（
注
14
）の
だ
か
ら
、
脂
硯
斎
は
金
聖
嘆
や

毛
宗
崗
と
は
全
く
違
う
。

　

脂
評
は
曹
雪
芹
に
と
っ
て
『
紅
楼
夢
』
の
一
部
で
あ
る
。
曹
雪

芹
自
身
が
真
に
言
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
と
な
く
暗
示
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
読
者
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
脂
評
抜
き
に
は
作
品
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ば
か
り
か
、
作
者
の
真
意
も
作
品
の
背
景
も
正
し
く
読
み
解
く

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

甲
戌
本
は
わ
ず
か
十
六
回
分
し
か
残
存
し
て
い
な
い
が
、
豊
富

な
脂
評
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
文
と
脂
評
は
最
も
曹
雪
芹

の
原
稿
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
作
者
の
考
え
、
真
意
、
そ
し

て
創
作
過
程
を
反
映
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
。

二
、
庚
辰
本
に
み
え
る
脂
評
四
条

　

胡
適
が
甲
戌
本
『
脂
硯
斎
重
評
石
頭
記
』
を
入
手
し
た
五
年
後

（
一
九
三
二
年
）、
新
紅
学
の
代
表
的
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
兪
平

伯
の
親
戚
・
徐
星
曙
は
、
北
京
の
隆
福
寺
で
甲
戌
本
と
同
題
の

『
脂
硯
斎
重
評
石
頭
記
』
の
抄
本
を
発
見
し
、
す
ぐ
さ
ま
購
入
し
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て
胡
適
に
知
ら
せ
た
。

　

八
冊
、
そ
れ
ぞ
れ
十
回
か
ら
成
る
こ
の
版
本
は
、
第
五
冊
以
降

の
表
紙
に
「
庚
辰
秋
定
本
」
の
一
文
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
庚
辰

本
」
と
呼
ば
れ
る
。
各
冊
の
表
紙
に
は
「
脂
硯
斎
凡
四
閲
評
過

（
脂
硯
斎
凡
そ
四
回
閲
読
評
価
し
た
も
の
）」
の
一
文
が
あ
り
、
第

二
冊
の
第
十
七
回
の
は
じ
め
に
「
此
回
宜
分
二
回
方
妥
（
此
の
回

は
二
回
に
分
け
れ
ば
よ
い
）」
の
批
語
が
、
ま
た
、
第
七
冊
の
目

次
に
は
「
内
缺
六
十
四
回
、
六
十
七
回
（
第
六
十
四
回
と
第
六
十

七
回
は
欠
）」
の
一
文
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
庚
辰
本
も
ま
た
『
脂
硯
斎
重
評
石
頭
記
』
の
転
写
本
の
一

つ
で
、
こ
の
時
点
で
は
甲
戌
本
に
次
い
で
二
番
目
に
古
い
写
本
で

あ
る（
注
15
）。
そ
し
て
、
胡
適
や
周
汝
昌
の
考
証
・
研
究
に
よ
っ
て

以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（
注
16
）。

一　

�

脂
硯
斎
は
庚
辰
（
一
七
六
〇
年
）
ま
で
に
少
な
く
と
も

四
回
は
閲
評
し
て
い
た
。

二　

�

庚
辰
本
の
脂
評
の
一
部
に
は
署
名
と
年
代
が
記
さ
れ
て

い
る
。

三　

�

署
名
は
脂
硯
（
脂
硯
斎
）・
梅
渓
・
松
斎
・
畸
笏
（
畸

笏
叟
・
畸
笏
老
人
）
の
四
名
で
あ
る
。

四　

�

梅
渓
と
松
斎
の
批
語
は
各
一
条
、
い
ず
れ
も
甲
戌
本
に

あ
る
場
所
も
内
容
も
同
じ
で
あ
る（
注
17
）。

五　

�

甲
戌
本
に
は
一
条
し
か
な
か
っ
た
畸
笏
の
批
語
が
、
庚

辰
本
に
は
畸
笏
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
六
十
～
七

十
条
あ
る
。

六　

�

甲
戌
本
だ
け
に
み
ら
れ
る
脂
批
は
全
九
百
一
条
、
庚
辰

本
だ
け
に
み
ら
れ
る
脂
批
は
全
三
百
四
十
九
条
。
甲
戌

本
、
庚
辰
本
共
有
の
脂
批
は
全
五
百
七
十
三
条
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
わ
ず
か
十
六
回
分
の
甲
戌
本
に
九
百
一
条
も
の
脂
批

が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
七
十
八
回
分
の
庚
辰
本
の
脂
批
は
、
そ

の
数
だ
け
で
み
れ
ば
甲
戌
本
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
。
し
か
し
、

庚
辰
本
は
幸
い
に
し
て
七
十
八
回
あ
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
脂
批
の
総
数
は
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
す
べ
て
の
抄
本

の
中
で
最
も
多
い
。
換
言
す
れ
ば
、
庚
辰
本
に
は
他
の
抄
本
に
は

な
い
、
庚
辰
本
だ
け
に
み
え
る
貴
重
な
脂
批
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
十
二
回
に
は
次
の
よ
う
な
脂
硯
斎
の
脂

批
が
あ
る
。

こ
の
本
は
細
や
か
な
心
配
り
を
し
て
読
む
な
ら
許
さ
れ
る

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
本
が
泣
く
。

こ
の
本
の
文
章
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
の
裏
に
作
者
の
真
意

は
隠
さ
れ
て
い
る
。

と
く
と
心
せ
よ
。
こ
の
本
を
言
葉
通
り
に
読
ま
な
い
こ
と
、

こ
れ
こ
そ
が
正
し
い
読
み
方
だ
。

凡
看
书
人
从
此
细
心
体
贴
，
方
许
你
看
，
否
则
，
此
书
哭

矣
。
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此
书
表
里
皆
有
喻
也
。

观
者
记
之
﹗
不
要
看
这
书
正
面
，
方
是
会
看（
注
18
）
。

　

脂
硯
斎
は
『
紅
楼
夢
』
の
正
し
い
読
み
方
の
ヒ
ン
ト
を
読
者
に

伝
え
よ
う
と
必
死
で
あ
る
。
脂
硯
斎
は
い
う
、「
こ
の
小
説
を
理

解
す
る
に
は
表
の
文
字
通
り
の
意
味
だ
け
を
取
る
の
で
は
な
く
、

裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
作
者
の
真
意
、
物
語
の
実
在
像
を
読
み
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
す
な
わ
ち
、
曹
雪
芹
が
本
当
に
伝
え

よ
う
と
し
た
の
は
何
か
、
彼
が
実
際
に
経
験
し
た
こ
と
、
あ
る
い

は
見
聞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
何
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る

か
、「
正
面
」
か
ら
み
え
る
も
の
と
裏
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
と

は
違
う
の
で
、
言
葉
の
裏
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
見
逃
す
こ
と
な

く
、
そ
し
て
、
曹
雪
芹
が
意
図
的
に
隠
し
た
真
意
を
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
読
み
込
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
本
が
泣
く
」
と
は
、
作
品
の
真
意
を
読
み
取
っ
て
も
ら
え
な

い
な
ら
曹
雪
芹
が
泣
く
と
の
意
で
あ
る
が
、
脂
硯
斎
が
少
な
か
ら

ず
感
情
的
な
表
現
を
し
て
い
る
の
は
、『
紅
楼
夢
』
が
ひ
と
た
び

世
に
出
れ
ば
必
ず
誤
解
を
招
き
、
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
難

を
こ
う
む
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
、
貴
族
た
ち
は
大
家
族
の
経
済
を
支
え
る
べ
き
男
性
が
怠

惰
な
生
活
を
送
り
、
先
祖
か
ら
残
さ
れ
た
財
産
を
食
い
つ
ぶ
し
、

収
入
が
消
費
に
追
い
つ
か
な
い
没
落
寸
前
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
貴
族
の
生
々
し
い
実
態
を
描
く
こ
と
は
、
儒
教
社
会
、
ひ
い
て

は
朝
廷
を
痛
烈
に
批
判
す
る
こ
と
と
な
る
。
儒
教
社
会
の
危
機
的

状
況
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
け
ば
、
一
族
の
裏
切
り
者
、
社
会
の
反

逆
者
と
し
て
攻
撃
の
対
象
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
現
実
を
自
覚

し
て
い
た
曹
雪
芹
は
、
忌
々
し
い
現
実
が
見
え
る
よ
う
な
見
え
な

い
よ
う
な
描
写
に
よ
っ
て
、
自
ら
も
抱
え
る
儒
教
的
束
縛
か
ら
逸

脱
す
る
世
界
観
を
、
登
場
人
物
を
借
り
て
述
べ
る
こ
と
、
ま
さ
に

「
表
里
皆
有
喻
」
の
小
説
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
読
者
が
歪

め
て
理
解
す
る
こ
と
を
危
ぶ
ん
だ
脂
硯
斎
は
、『
紅
楼
夢
』
を
最

も
よ
く
知
る
者
と
し
て
、
あ
え
て
裏
の
意
味
を
読
み
解
く
こ
と
こ

そ
大
切
で
あ
る
と
訴
え
た
。
曹
雪
芹
の
心
中
を
察
し
た
脂
硯
斎
の

こ
の
脂
評
は
、
図
ら
ず
も
大
胆
に
も
『
紅
楼
夢
』
の
本
質
を
物
語

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
庚
辰
本
の
第
四
十
二
回
の
前
ペ
ー
ジ
に
は
、
同
じ
く
脂

硯
斎
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
脂
評
が
あ
る
。

第
三
十
八
回
の
時
点
で
、
小
説
は
す
で
に
全
体
の
三
分
の
一

を
超
え
て
い
る
。

今
书
至
三
十
八
回
时
已
过
三
分
之
一
而
有
余
。

　

作
品
の
創
作
に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
脂
硯
斎
が
三
十
八
回
で
す

で
に
全
体
の
三
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、『
紅
楼
夢
』
は
元
々
百
二
十
回
で
は
な
く
、
百
回
前
後
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
同
時
に
、
こ
の
脂
評
が
書
か
れ
た
時
点

で
、
作
品
の
構
想
や
章
立
て
、
内
容
ま
で
あ
る
程
度
は
固
ま
っ
て
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い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、「『
紅
楼
夢
』
は
原
作
者

曹
霑
が
未
完
の
ま
ま
世
を
去
っ
た
た
め
、
定
稿
と
し
て
は
ほ
ぼ
八

十
回
を
も
っ
て
杜
絶
し
た
」（
注
19
）と
い
う
よ
う
な
、『
紅
楼
夢
』
を

未
完

0

0

小
説
だ
と
す
る
伊
藤
の
説
は
妥
当
で
は
な
い
。
正
確
に
い
え

ば
、『
紅
楼
夢
』
は
あ
る
程
度
の
草
稿
が
出
来
上
が
っ
て
脂
硯
斎

が
目
を
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
ら
か
の
原
因
で
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
、
い
わ
ば
不
完
全

0

0

0

な
小
説
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
乾
隆
期
よ
り
通
行
し
て
い
た
百
二
十
回
の
程
高
本
が
、
曹

雪
芹
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
庚
辰
本
と
は
全
く
別

も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
ら
に
、
第
五
十
二
回
の
本
文
「
や
が
て
時
計
が
四
つ
打
つ
の

が
聞
こ
え
た
こ
ろ
（
只
听
自
鸣
钟
已
敲
了
四
下
）」（
注
20
）の
下
に
は
、

曹
雪
芹
の
祖
父
曹
寅
の
こ
と
を
示
す
以
下
の
よ
う
な
脂
評
が
あ

る
。

案
ず
る
に
、「
四
下
」
と
は
寅
の
刻
（
午
前
四
時
）
の
こ
と

で
あ
る
。
本
文
に
「
寅
」
の
字
を
省
略
し
た
の
は
諱
を
避
け

る
た
め
で
あ
っ
た
。

按
四
下
乃
寅
正
初
刻
。
寅
此
样
法
，
避
讳
也
。

　

こ
こ
に
い
う
諱
「
寅
」
と
は
、
曹
雪
芹
の
祖
父
曹
寅
（
一
六
五

八
～
一
七
二
一
）
の
こ
と
を
い
う
。
曹
寅
の
母
孫
氏
は
康
熙
帝
が

幼
少
の
こ
ろ
保
母
と
し
て
仕
え
て
、
父
曹
璽
（
一
六
一
九
～
一
六

八
四
）
は
康
熙
二
年
（
一
六
六
三
）
に
江
寧
織
造
に
任
ぜ
ら
れ
、

家
を
南
京
に
移
し
た
。
代
々
清
朝
に
仕
え
て
き
た
曹
家
で
あ
っ
た

が
、
曹
璽
と
孫
氏
が
康
熙
帝
の
信
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
曹
家
は

曹
璽
の
死
後
、
長
男
の
曹
寅
が
そ
の
職
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

康
熙
帝
の
命
を
受
け
た
曹
寅
は
，『
全
唐
詩
』
な
ら
び
に
『
佩
文

韻
府
』
を
刊
刻
に
大
い
に
寄
与
し
、
ま
た
、
自
ら
の
詩
詞
を
『
棟

亭
詩
詞
鈔
』
と
し
て
刊
刻
し
た
よ
う
に
、
積
極
的
に
文
化
事
業
に

取
り
組
ん
だ
。
曹
寅
の
死
後
、
康
熙
帝
は
曹
寅
の
子
曹
顒
（
一
六

八
九
～
一
七
一
五
）
に
江
寧
織
造
を
継
が
せ
た
が
、
そ
の
曹
顒
も

三
年
後
に
病
死
し
た
。
曹
寅
の
跡
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
こ
と（
注
21
）

を
気
づ
か
っ
た
康
熙
帝
は
、
曹
寅
の
弟
に
あ
た
る
曹
荃
（
一
六
六

二
～
一
七
〇
五
）
の
第
四
子
曹
頫
（
一
七
〇
二
～
一
七
七
五
）
を

曹
寅
の
養
子
と
し
、
そ
の
職
を
継
が
せ
た
。
曹
雪
芹
は
そ
の
曹
顒

の
子
と
も
曹
頫
の
子
と
も
い
わ
れ
る
が
、
い
ま
も
っ
て
定
説
は
な

い
。
し
か
し
、
曹
顒
の
子
で
あ
れ
曹
頫
の
子
で
あ
れ
、
曹
寅
が
曹

雪
芹
の
祖
父
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い（
注
22
）。

　

先
に
引
い
た
脂
評
が
い
う
よ
う
に
、
曹
寅
の
諱
を
避
け
て
い
る

こ
と
も
ま
た
、
曹
雪
芹
の
祖
父
が
曹
寅
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
曹
寅
と
曹
雪
芹
の
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
曹
雪
芹
の
家
庭
背
景
、
教
育
背
景
な
ど
を
管
見
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る（
注
23
）。
と
り
わ
け
祖
父
曹
寅
の
生
涯
を
知
る
こ
と
は
、

曹
雪
芹
が
曹
寅
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
、
そ
し

て
そ
れ
が
『
紅
楼
夢
』
の
創
作
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
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か
を
究
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
庚
辰
本
に
は
脂
硯
斎
の
批
語
の
み
な
ら
ず
、
畸
笏

叟
と
署
名
さ
れ
る
脂
評
が
少
な
く
な
い
。
評
者
の
ひ
と
り
畸
笏
叟

は
、
曹
雪
芹
と
脂
硯
斎
の
死
後
に
『
紅
楼
夢
』
の
原
稿
を
整
理

し
、
脂
硯
斎
の
批
語
を
大
量
に
削
除
し
た
人
物
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
、
ま
た
、
脂
硯
斎
に
次
ぐ
第
二
の
評
者
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
正
体
は
未
だ
に
不
明
で
あ
る
。
か
つ
て
脂
硯
斎
と
畸
笏
叟
と

の
脂
評
の
文
体
や
口
調
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
両
者
は

同
一
人
物
だ
と
判
断
し
た
周
汝
昌（
注
24
）も
、
一
九
五
九
年
に
発
見

さ
れ
た
靖
本（
注
25
）に
み
え
る
畸
笏
叟
の
批
語
を
根
拠
に
そ
の
前
言

を
翻
し
た（
注
26
）。
筆
者
も
畸
笏
叟
は
脂
硯
斎
と
は
別
人
だ
と
考
え

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
畸
笏
叟
は
曹
雪
芹
の
近
親
者
で
、
曹
雪
芹

や
曹
家
の
こ
と
を
熟
知
す
る
者
、
世
代
か
ら
い
う
と
、
曹
雪
芹
の

父
や
叔
父
の
代
に
あ
た
る
人
物
で
、
脂
硯
斎
と
同
様
に
曹
雪
芹
の

親
族
の
ひ
と
り
で
あ
ろ
う（
注
27
）。

　

さ
て
、
そ
の
畸
笏
叟
が
丁
亥
（
一
七
六
七
年
）
夏
に
記
し
た
脂

評
が
庚
辰
本
第
二
十
回
に
み
え
る
。

私
は
た
だ
清
書
し
て
い
た
時
に
「
獄
神
廟
慰
宝
玉
」
な
ど
の

五
、
六
回
分
の
原
稿
を
見
た
だ
け
で
、
そ
の
後
、
借
覧
者
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
。
極
め
て
残
念
だ
！　

丁
亥
夏
、
畸
笏
叟

余
只
见
有
一
次
誊
清
时
与
狱
神
庙
慰
宝
玉
等
五
六
稿
、
被
借

阅
者
迷
失
。
叹
叹
。
丁
亥
夏
畸
笏
叟

　

畸
笏
叟
は
、
誰
か
が
「
獄
神
廟
慰
宝
玉
」
な
ど
の
「
五
六
稿
」、

す
な
わ
ち
五
、
六
回
分
の
原
稿
を
借
り
出
し
た
ま
ま
返
却
し
な

か
っ
た
た
め
に
逸
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
獄
神
廟
慰

宝
玉
」
は
八
十
回
に
は
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
五
、
六
回
分
の
原
稿
は
八
十
一
回
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

脂
評
か
ら
以
下
の
二
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

�『
紅
楼
夢
』
の
八
十
一
回
以
降
の
内
容
は
丁
亥
（
一
七

六
七
年
）
夏
に
は
す
で
に
構
想
が
で
き
て
お
り
、
少
な
く

と
も
そ
の
一
部
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
は
先
述
し
た
四
十
二
回
の
脂
評
の
内
容
と
一
致
し
て

い
る
。

二　

�

畸
笏
叟
は
曹
雪
芹
と
脂
硯
斎
と
を
よ
く
知
る
人
物
で
あ

り
、『
紅
楼
夢
』
の
内
容
ま
で
細
か
く
洞
察
し
、
創
作
に

も
関
わ
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
程
高
本
の
八
十
一
回
以
降
に
は
「
獄
神
廟
慰
宝
玉
」

に
あ
た
る
内
容
は
全
く
な
い
事
実
か
ら
、
こ
の
脂
評
は
程
高
本
が

曹
雪
芹
の
も
の
で
な
い
こ
と
、
ま
た
、
誰
か
が
曹
雪
芹
の
構
想
に

沿
っ
て
書
き
続
け
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
も
教
え
て
く
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
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三
、
甲
戌
本
と
庚
辰
本
の
脂
評
か
ら
管
見
で
き
る
『
荘
子
』

　

こ
れ
ま
で
脂
評
本
の
う
ち
甲
戌
本
と
庚
辰
本
に
つ
い
て
言
及
し

た
の
は
、『
紅
楼
夢
』
の
テ
キ
ス
ト
の
真
偽
を
区
別
す
る
た
め
で

も
な
け
れ
ば
、
脂
硯
斎
や
畸
笏
叟
の
正
体
を
探
る
た
め
で
も
な

い
。
そ
れ
は
脂
評
が
『
紅
楼
夢
』
の
世
界
を
正
確
に
理
解
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
紅
楼
夢
』
の
創
作
ス
タ
イ
ル

―
曹
雪
芹

が
草
稿
を
作
成
し
、
修
正
・
改
定
す
る
た
び
に
脂
硯
斎
が
閲
評
す

る
と
い
う
、
創
作
と
評
論
・
解
読
が
同
時
に
行
わ
れ
る
独
特
の
創

作
形
式
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
小

説
の
内
容
は
脂
評
と
寄
り
添
い
な
が
ら
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
、

脂
評
が
い
か
に
作
者
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
そ
こ

で
、
甲
戌
本
と
庚
辰
本
に
み
え
る
脂
評
を
も
と
に
、『
紅
楼
夢
』

の
『
荘
子
』
の
世
界
を
管
見
す
る
た
め
に
、
甲
戌
本
第
一
回
冒
頭

と
そ
の
脂
評
を
み
て
み
た
い
。

み
な
さ
ん
、
こ
の
小
説
は
何
か
ら
は
じ
ま
る
と
思
い
ま
す

か
？

―
話
は
荒
唐
無
稽
に
近
い
よ
う
で
す
が
、【
脂
評
：

自
ら
こ
の
小
説
の
立
意
を
い
い
、
小
説
は
元
か
ら
荒
唐
な
も

の
だ
と
告
げ
た
】
よ
く
味
わ
う
と
味
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ

て
か
の
女
媧
と
い
う
神
が
石
を
錬
成
し
て
天
の
破
れ
を
補
っ

た
と
き
、
大
荒
山
【
脂
評
：
荒
唐
の
意
を
寓
す
】
は
無
稽
崖

【
脂
評
：
無
稽
の
意
を
寓
す
】
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
高
さ
十

二
丈
、
幅
二
十
四
丈
の
大
き
な
自
然
石
三
万
六
千
五
百
一
個

を
精
製
し
た
が
、
そ
の
う
ち
三
万
六
千
五
百
個
だ
け
使
っ

て
、
余
っ
た
一
個
を
青
埂
峰
の
下
に
棄
て
た（
注
28
）。

列
位
看
官
︓
你
道
此
书
从
何
而
来
﹖
说
起
根
由
虽
近
荒
唐
，

【
脂
評
︓
自
站
地
步
自
首
荒
唐
。】
细
按
则
深
有
趣
味
。
待
在

下
将
此
来
历
注
明
，
方
使
阅
者
了
然
不
惑
。
原
来
女
娲
氏
炼

石
补
天
之
时
，
于
大
荒
山
【
脂
評
︓
荒
唐
也
。】
无
稽
崖

【
脂
評
︓
无
稽
也
。】
练
成
高
经
十
二
丈
，
方
经
二
十
四
丈
，

顽
石
三
万
六
千
五
百
零
一
块
。
娲
皇
氏
只
用
了
三
万
六
千
五

百
块
，
只
单
单
的
剩
了
一
块
未
用
，
便
弃
在
此
山
青
埂
峰

下
。

　

曹
雪
芹
は
冒
頭
か
ら
「
说
起
根
由
虽
近
荒
唐
」
と
、
自
分
の
作

品
は
荒
唐
な
話
だ
と
言
い
放
ち
、「
荒
唐
」
の
意
を
託
す
一
つ
の

神
話
的
な
物
語
を
設
定
し
た
。
そ
れ
は
女
媧
と
い
う
女
神
が
破
れ

た
天
を
補
填
す
る
時
に
「
大
荒
山
」
の
「
無
稽
崖
」
と
い
う
場
所

で
石
を
錬
成
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
大

荒
山
」
と
「
無
稽
崖
」
は
「
荒
唐
無
稽
」
と
い
う
語
か
ら
作
ら
れ

た
非
現
実
的
な
地
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
荒
唐
無
稽
」
で
真
っ

先
に
想
起
さ
れ
る
の
が
『
荘
子
』
天
下
篇
の
「
荘
周
、
其
の
風
を

聞
き
て
こ
れ
を
悦
び
、
謬
悠
の
説
・
荒
唐
の
言
・
端
崖
な
き
の
辞
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を
以
て
、
…
…
巵
言
を
以
て
曼
衍
を
為
し
、
重
言
を
以
て
真
を
為

し
、
寓
言
を
以
て
広
を
為
す
」（
注
29
）で
あ
る
。
天
下
篇
は
『
荘
子
』

の
最
終
篇
で
、
い
わ
ば
荘
子
の
哲
学
の
総
論
で
あ
る
。『
荘
子
』

は
と
り
と
め
な
い
言
説
（
謬
悠
之
說
）
や
オ
ー
バ
ー
な
言
い
回
し

（
荒
唐
之
言
）、
は
た
ま
た
非
常
識
な
話
（
无
端
崖
之
辭
）
を
巧
み

に
操
っ
て
、
一
面
的
な
物
の
見
方
を
揶
揄
し
、「
巵
言
」「
重
言
」

「
寓
言
」
に
よ
っ
て
自
由
な
精
神
と
真
実
へ
の
探
求
心
、
広
い
世

界
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

曹
雪
芹
は
冒
頭
か
ら
「
大
荒
山
」
と
「
無
稽
崖
」
を
設
定
し
、
随

所
に
「
巵
言
」「
重
言
」「
寓
言
」
の
手
法
を
駆
使
し
て
、
現
実
社

会
の
欺
瞞
を
暴
き
、
人
間
社
会
の
真
実
を
語
ろ
う
と
し
て
い

る（
注
30
）。

　

も
ち
ろ
ん
、『
紅
楼
夢
』
の
立
意
が
『
荘
子
』
に
あ
る
こ
と
は
、

脂
評
を
待
つ
ま
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脂
硯
斎
は
原
文

の
す
ぐ
下
に
説
明
を
加
え
て
強
調
し
よ
う
と
し
た
。
曹
雪
芹
が

「
说
起
根
由
虽
近
荒
唐
」
と
い
う
と
、
脂
硯
斎
は
す
ぐ
さ
ま
「
自

站
地
步
自
首
荒
唐
」、
つ
ま
り
「
作
者
自
ら
こ
の
小
説
の
立
意
を

い
い
、
小
説
は
元
か
ら
荒
唐
な
も
の
だ
と
告
げ
た
」
と
読
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
曹
雪
芹
が
「
大
荒
山
」
と
「
無

稽
崖
」
を
言
い
出
す
と
、
脂
硯
斎
が
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り

に
、「
大
荒
山
」
に
は
「
荒
唐
」
の
意
が
、「
無
稽
崖
」
に
は
「
無

稽
」
の
意
が
託
さ
れ
て
い
る
と
評
し
て
、
も
し
後
世
の
読
者
が

「
大
荒
山
」
と
「
無
稽
崖
」
か
ら
「
荒
唐
無
稽
」
の
意
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
脂
評
は
作
者
の
真
意
を
正
確
に
理
解

す
る
た
め
の
一
助
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
同
じ
甲
戌
本
第
一
回
に
こ
の
よ
う
な
脂
評
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
古
い
小
説
の
し
き
た
り
を
真
に
打
破
す
る
。
そ

れ
が
こ
の
小
説
の
最
初
か
ら
の
本
意
で
あ
る
。
そ
の
筆
致
は

『
荘
子
』、『
離
騒
』
を
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

开
卷
一
篇
立
意
，
真
打
破
历
来
小
说
窠
臼
。
阅
其
笔
，
则
是

《
庄
子
》、《
离
骚
》
之
亚（
注
31
）。

　

実
は
、
曹
雪
芹
は
第
一
回
に
お
い
て
、
古
い
才
子
と
佳
人
の
恋

愛
小
説
の
し
き
た
り
を
「
堅
苦
し
い
理
屈
の
通
ら
ぬ
美
文
調
（
开

口
即
者
也
之
乎
，
非
文
即
理
）」（
注
32
）と
諷
刺
し
、『
紅
楼
夢
』
が

そ
れ
以
前
の
小
説
と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
明
言
し
て
い

る
。
曹
雪
芹
は
こ
れ
ま
で
の
小
説
の
仕
組
み
を
批
判
し
、
中
国
古

典
文
学
作
品
の
陳
腐
な
書
き
方
を
「
千
篇
一
律
、
似
た
り
寄
っ
た

り
（
千
部
共
出
一
套
）」、「
人
情
か
ら
か
け
離
れ
て
矛
盾
だ
ら
け

（
悉
皆
自
相
矛
盾
、
大
不
近
情
理
之
话
）」（
注
33
）と
揶
揄
す
る
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、『
紅
楼
夢
』
は
人
と
人
と
の
出
会
い
と
別
れ
、

喜
び
と
悲
し
み
、
栄
枯
盛
衰
な
ど
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
て
お

り
、
道
徳
的
な
説
教
臭
が
一
切
な
く
、
人
間
の
真
実
を
見
失
わ
な

い
小
説
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
脂
硯
斎
は
、『
紅
楼
夢
』
が
「
こ
れ

ま
で
の
古
い
小
説
の
し
き
た
り
を
真
に
打
破
す
る
」
と
い
い
、
そ
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の
優
れ
た
文
学
性
・
思
想
性
を
高
く
評
価
し
、
大
胆
に
も
『
紅
楼

夢
』
は
『
荘
子
』
や
『
離
騒
』（
注
34
）に
匹
敵
す
る
作
品
だ
と
断
言

し
た
。
脂
硯
斎
が
『
紅
楼
夢
』
の
筆
致
・
構
成
・
立
意
は
『
荘

子
』
に
並
ぶ
も
の
と
も
い
う
よ
う
に
、
脂
評
は
い
ち
早
く
『
紅
楼

夢
』
に
『
荘
子
』
の
世
界
を
見
い
だ
し
た
評
論
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
八
十
回
ま
で
の
多
く
の
脂
評
が
、『
紅
楼
夢
』
が

『
荘
子
』
の
世
界
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
散
逸
し
た
八
十
一
回
以
降
の
脂
評
に
も
、

同
じ
よ
う
に
『
荘
子
』
の
思
想
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す

る
脂
評
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
庚
辰
本
第
二
十
五
回
に
み
え
る

「
丁
亥
夏　

畸
笏
叟
」
の
署
名
入
り
の
脂
評
が
そ
れ
で
あ
る（
注
35
）。

「
懸
崖
撒
手
」
の
具
体
的
な
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

は
な
は
だ
遺
憾
で
あ
る
！
丁
亥
夏
，
畸
笏
叟
。

叹
不
能
得
见
宝
玉
„
悬
崖
撒
手
＂
文
字
为
恨
﹗
丁
亥
夏
，
畸

笏
叟
。

　

こ
の
脂
評
は
当
時
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
文
章
に
言
及
し

た
も
の
で
、「
懸
崖
撒
手
」
の
内
容
は
八
十
回
に
は
な
い
の
で
、

八
十
一
回
以
降
の
原
稿
の
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
内
容
の
詳
細
は
今
も
な
お
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な

く
と
も
「
懸
崖
撒
手
」
の
四
文
字
は
曹
雪
芹
の
原
稿
か
ら
の
引
用

だ
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
懸
崖
」
と
は
崖
っ
ぷ
ち
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
同
時
に
行
き
止

ま
り
を
意
味
す
る
。
断
崖
絶
壁
に
た
ど
り
着
く
と
進
む
べ
き
道
が

な
く
な
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
こ
の
「
懸
崖
」
こ
そ
、『
紅
楼
夢
』

第
一
回
で
語
ら
れ
る
宝
玉
の
前
世

―
ま
だ
石
こ
ろ
で
あ
っ
た
宝

玉
が
い
た
場
所
「
大
荒
山
」
の
「
無
稽
崖
」
を
指
し
て
い
る
。
ま

た
「
撒
手
」
と
は
手
を
離
す
意
で
、
こ
こ
で
は
人
生
を
捨
て
る
、

家
族
を
見
捨
て
る
、
理
不
尽
な
人
間
社
会
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た

す
べ
て
の
喜
怒
哀
楽
を
放
擲
す
る
こ
と
を
い
い
、
さ
ら
に
は
出
家

や
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
要

す
る
に
、
宝
玉
は
残
酷
な
現
実
も
自
ら
の
行
く
末
も
見
抜
き
、
家

庭
や
社
会
か
ら
加
え
ら
れ
た
苦
し
み
を
投
げ
出
し
て
、「
無
稽
崖
」

に
た
ど
り
着
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
玉
に
と
っ
て
「
懸

崖
」
は
人
生
の
始
ま
っ
た
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
何
も
か
も

を
終
わ
ら
せ
る
終
着
点
で
も
あ
る
。

　

宝
玉
の
こ
の
死
生
観
は
、
ま
る
で
「
万
物
は
一
府
、
死
生
は
同

状
た
り
（
萬
物
一
府
，
死
生
同
狀
）」（『
荘
子
』
天
地
篇
）
の
荘

子
の
哲
学
思
想
を
再
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
世
の
中
の
す
べ

て
の
も
の
は
一
つ
の
器
の
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
生
も
死
も
同
じ

こ
と
だ
と
荘
子
は
い
う
。
宝
玉
は
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
す
べ
て
の

人
や
物
、
経
験
し
た
喜
び
も
悲
し
み
も
す
べ
て
「
萬
物
一
府
」
だ

と
認
識
し
、
自
ら
の
人
生
の
終
わ
り
方
と
し
て
、
自
分
の
生
ま
れ

た
場
所
「
無
稽
崖
」
に
戻
っ
て
人
生
を
終
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
は

「
死
生
同
状
」、
生
と
死
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
同
じ
こ
と
だ
と
す
る
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荘
子
の
死
生
観
に
共
鳴
し
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
「
懸
崖
撒
手

（
宝
玉
は
崖
っ
ぷ
ち
で
何
も
か
も
手
離
し
た
）」
の
内
容
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宝
玉
の
結
末
に
関
わ
る
「
懸
崖
撒
手
」
は
八
十

一
回
以
降
の
核
心
の
ひ
と
つ
、
ひ
い
て
は
全
編
に
と
っ
て
主
人
公

の
人
生
観
を
反
映
す
る
最
も
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
、
す
で
に
曹
雪

芹
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
懸
崖
撒
手
」
と
い
う
わ
ず
か
四
文
字
を
記
し
た
だ
け
の
こ
の
脂

評
が
、
主
人
公
の
結
末
を
知
ら
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
八
十
一
回

以
降
の
内
容
も
ま
た
荘
子
の
人
生
観
を
貫
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
甲
戌
本
と
庚
辰
本
か
ら
三
条
の
脂
評
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
違
う
角
度
か
ら
『
紅
楼
夢
』
と
『
荘
子
』
の
世
界
の
関
連

性
に
つ
い
て
管
見
し
た
。『
紅
楼
夢
』
冒
頭
と
そ
の
脂
評
は
、『
荘

子
』
の
荒
唐
無
稽
な
世
界
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
紅
楼
夢
』
の

立
意
が
『
荘
子
』
で
あ
る
こ
と
、
内
容
も
ま
た
『
荘
子
』
の
世
界

を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
ま
た
、
大
胆
に

も
「『
紅
楼
夢
』
は
『
荘
子
』
に
匹
敵
す
る
」
と
評
価
す
る
脂
評

は
、『
紅
楼
夢
』
の
筆
致
・
構
成
・
文
学
的
表
現
ま
で
も
『
荘
子
』

に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
散
逸
し

た
内
容
に
言
及
し
て
い
る
脂
評
か
ら
は
、『
紅
楼
夢
』
は
曹
雪
芹

自
ら
が
意
図
し
て
い
た
立
意
を
八
十
一
回
以
降
も
堅
持
し
て
お

り
、
最
後
ま
で
荘
子
の
思
想
を
貫
い
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
も

の
で
あ
る
。

四
、
脂
評
の
位
置
づ
け

　

と
こ
ろ
で
、
周
汝
昌
『
紅
楼
夢
新
証
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
中
国
で
は
脂
評
を
『
紅
楼
夢
』
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料

と
認
識
し
、
作
品
の
内
容
を
検
証
す
る
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
脂
評
を
も
っ
ぱ
ら
版
本
や

曹
家
の
系
譜
を
考
証
す
る
資
料
と
し
て
用
い
る
だ
け
で
、『
紅
楼

夢
』
の
根
底
に
横
た
わ
る
思
想
の
解
明
に
供
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
脂
評
は
『
紅
楼
夢
』
に
描
か
れ
た
荘
子
の
世
界
を

読
み
解
く
貴
重
な
資
料
と
考
え
る
筆
者
に
は
、
こ
の
こ
と
は
非
常

に
不
可
解
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
脂
評
本

0

0

0

に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
日
本
に
お
い
て
も

伊
藤
漱
平
を
は
じ
め
と
し
て
少
な
く
な
い
。
現
に
氏
は
『
紅
楼

夢
』
が
未
完
の
小
説
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
作
者
の
原
稿
本
に

も
っ
と
も
近
い
姿
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
版
本
は
、
…
…
「
脂
硯

斎
評
本
」
を
措
い
て
他
に
な
い
」（
注
36
）と
、
脂
評
本

0

0

0

の
重
要
性
を

明
言
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
中
国
で
八
十
回
本
（
脂
評
本
系
統
）
で
は
な
く
百
二
十

回
本
（
程
高
本
系
統
）
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
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そ
れ
に
つ
い
て
は
、
氏
が
い
う
よ
う
に
、
脂
本
が
八
十
回
の
「
未

完
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
程
甲
本
に
は
四
十
回
の
続
作
が
あ
っ
た

た
め
に
「
完
結
し
た
作
品
」
と
み
な
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
、
何
よ
り
も
活
字
本
で
あ
る
程
甲
本
の
読
み
や
す
さ
が

主
な
理
由
で
あ
ろ
う（
注
37
）。
し
か
し
、
そ
の
事
実
は
決
し
て
『
紅

楼
夢
』
の
真
実

0

0

で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
氏
は
「『
原
紅
楼
夢
』
を
問
題
に
し
て
論
じ
よ
う
と

い
う
場
合
、
あ
る
い
は
小
説
家
と
し
て
の
曹
霑
を
取
り
上
げ
て
論

じ
よ
う
と
い
う
際
、
…
…
と
も
か
く
も
現
存
の
脂
本
を
そ
の
手
が

か
り
と
す
る
他
な
い
」（
注
38
）と
、『
紅
楼
夢
』
研
究
に
お
い
て
脂
評

を
緻
密
に
読
み
解
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
脂
評
を
駆
使
し
て
作
品
の
思
想
性
に
言
及
す
る

研
究
成
果
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か（
注
39
）。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
脂
評
が
難
解
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
し
て
、

そ
れ
故
か
日
本
語
訳
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、

最
大
の
原
因
は
、
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
金
聖
嘆
ば
り
の
批
注
が

必
ず
し
も
批
評
と
し
て
成
功
し
て
」
い
な
い
と
す
る
脂
評
の
位
置

づ
け（
注
40
）が
定
着
し
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
正
し
く
評
価
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
中
国
に
お
い
て
も
、「
脂
硯
斎
と
い
う
人
物
ば
か

り
か
、
脂
硯
斎
が
『
紅
楼
夢
』
に
ほ
ど
こ
し
た
評
語
の
価
値
ま
で

を
も
、
な
る
た
け
低
く
評
価
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
る
」
し
、

脂
評
は
「
金
聖
嘆
に
よ
る
『
水
滸
伝
』
評
注
の
亜
流
に
す
ぎ
ず
、

し
か
も
昔
時
の
《
評
点
派
》
の
手
に
な
る
文
章
と
い
う
も
の
は
筆

の
戯
れ
の
駄
文
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
と
り
た
て
て
評
価
す
る

ほ
ど
の
価
値
は
な
い
」
と
す
る
否
定
的
な
見
解
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る（
注
41
）。
し
か
し
、
周
汝
昌
は
そ
の
間
違
い
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
。

一
部
の
研
究
者
は
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
・
見
解
・
観

点
か
ら
脂
硯
斎
を
評
価
判
断
し
、
現
代
的
な
基
準
に
合
致
し

て
い
な
い
場
合
に
は
、
脂
硯
斎
は
『
紅
楼
夢
』
を
理
解
し
て

い
な
い
と
か
誤
認
し
て
い
る
と
か
、
た
ち
ま
ち
に
結
論
を
下

し
て
し
ま
う
。
そ
れ
も
ま
た
脂
硯
斎
研
究
の
一
方
法
に
は
違

い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
と
い
う
も
の
は
事
実

か
ら
出
発
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
だ
ん
じ
て
抽
象
的
概
念

か
ら
出
発
す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
の
が
わ
た
し
の
考
え
で

あ
る（
注
42
）。

　

す
で
に
「
甲
戌
本
に
み
え
る
脂
評
二
条
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
『
脂
硯
斎
重
評
石
頭
記
』
と
『
金
聖
嘆
批
評
本
水
滸

伝
』
と
は
ま
っ
た
く
違
う
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
脂
硯
斎
と
金
聖

嘆
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
脂
硯
斎
は

曹
雪
芹
に
寄
り
添
う
か
た
ち
で
創
作
に
深
く
関
わ
り
、
間
接
的
に

も
直
接
的
に
も
作
品
に
影
響
を
強
く
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
金
聖
嘆
の
『
批
評
本
水
滸
伝
』
は
、『
水
滸
伝
』
の
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成
書
に
関
わ
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
作
者
施
耐
庵
と
の
繋
が
り

も
ま
っ
た
く
な
く
、
あ
く
ま
で
彼
自
身
の
趣
味
的
な

0

0

0

0

執
筆
活
動
の

産
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
脂
評
本
の
批
語
は
「
金
聖
嘆
ば
り
の
批

注
」
だ
と
決
め
つ
け
て
切
り
捨
て
る
こ
と
に
は
、
筆
者
は
と
う
て

い
賛
同
で
き
な
い
。
ま
さ
に
、
周
が
い
う
よ
う
に
、「
金
聖
嘆
は

一
種
封
建
的
な
立
場
観
点
か
ら
『
水
滸
伝
』
に
評
注
な
い
し
改
竄

を
く
わ
え
た
が
、
脂
硯
斎
は
と
い
え
ば
、
作
者
の
立
場
観
点
と
完

全
に
同
一
と
い
え
な
い
ま
で
も
、
金
聖
嘆
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
作
者
と
心
情
を
ひ
と
し
く
し
、
作
者
の
意
図
と
主
張
と
を
貫

き
と
お
し
た
人
」（
注
43
）で
あ
る
の
だ
か
ら
、
脂
評
と
金
聖
嘆
の
批

評
と
を
同
じ
よ
う
に
扱
う
の
は
正
し
く
な
い
。

　

し
か
し
、
伊
藤
は
八
十
一
回
以
降
の
『
紅
楼
夢
』
に
つ
い
て
、

「
曹
霑
は
こ
と
さ
ら
に
八
十
回
以
後
の
部
分
を
破
棄
し
、
伝
え
る

意
志
を
喪
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。（
か
つ
て
聖
嘆
が
『
水
滸
』

の
第
七
十
一
回
以
後
を
刪
っ
た
ご
と
く
に
で
あ
る
。）
…
…
彼
が

己
れ
の
分
身
で
あ
る
宝
玉
に
出
家
得
道
さ
せ
」
た
と
い
い
、
ま
た

「
宝
玉
出
家
の
趣
向
な
ど
は
『
金
瓶
梅
』
巻
末
の
孝
哥
出
家
の
意

匠
を
借
り
た
だ
け
か
も
知
れ
ぬ
」
と
も
い
っ
て
、
曹
雪
芹
が
自
ら

の
意
思
で
八
十
一
回
以
降
の
作
品
を
破
棄
し
た
と
い
う
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
氏
自
ら
い
う
と
こ
ろ
の
「
文
学
的
想
像
」
に

過
ぎ
な
い
と
考
え
る（
注
44
）。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
周
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

た
と
え
ば
金
聖
嘆
の
よ
う
な
人
物
は
、
早
い
話
、『
水
滸
伝
』

が
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
な
が
ら
く
読
み
つ
が
れ
て
か
ら
現

わ
れ
た
後
世
の
一
読
者
に
す
ぎ
ず
、
小
説
の
作
者
と
か
作
者

の
人
柄
と
か
創
作
過
程
と
か
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
か

ぎ
り
、
金
聖
嘆
じ
し
ん
全
く
「
無
関
係
」
の
第
三
者
だ
っ
た

わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
彼
の
『
水
滸
伝
』
評
本
と
い
う
も
の

も
、
そ
う
し
た
第
三
者
の
手
に
な
る
一
連
の
作
品
群
か
ら
一

歩
も
出
る
も
の
で
は
な
い（
注
45
）。

　

金
聖
嘆
は
『
水
滸
伝
』
の
作
者
で
も
な
い
し
、
作
者
を
知
る
者

で
も
創
作
に
関
わ
っ
た
者
で
も
な
い
。
金
聖
嘆
が
『
水
滸
伝
』
を

削
除
し
た
り
評
論
し
た
り
し
た
こ
と
は
、
金
聖
嘆
ひ
と
り
の
意
思

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
作
者
と
は
無
縁
の
こ
と
で
あ
る
。
金
聖

嘆
評
『
水
滸
伝
』
と
『
水
滸
伝
』
そ
の
も
の
と
は
全
く
無
関
係
な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
脂
硯
斎
と
金
聖
嘆
、『
紅
楼
夢
』
と

『
水
滸
伝
』
と
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
じ
た
い
が
筋
違
い
で
あ

る
。
そ
れ
を
伊
藤
は
繰
り
返
し
『
紅
楼
夢
』
と
金
聖
嘆
評
『
水
滸

伝
』
を
比
較
し
、
脂
評
は
「
金
聖
嘆
ば
り
の
批
注
」
で
、「
こ
の

小
説
に
箔
を
つ
け
か
た
が
た
沽
れ
や
す
く
し
て
や
ろ
う
と
の
評
者

の
せ
っ
か
く
の
配
慮
が
あ
だ
と
な
り
、
却
っ
て
敬
遠
さ
れ
る
原

因
」（
注
46
）と
な
っ
た
と
い
う
安
易
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
作
者
曹
雪
芹
と
評
者
脂
硯
斎
と
の
関
係
や
『
紅
楼
夢
』
の

創
作
過
程
を
軽
ん
じ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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さ
ら
に
、「
甲
戌
本
と
庚
辰
本
の
脂
評
か
ら
管
見
で
き
る
『
荘

子
』」
で
み
た
よ
う
に
、
脂
評
「
懸
崖
撒
手
」
は
『
紅
楼
夢
』
八

十
一
回
以
降
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
主
人
公
宝
玉
の

人
生
観
を
全
面
的
に
反
映
す
る
一
つ
の
場
面
で
、
そ
れ
が
『
荘

子
』
の
世
界
観
と
重
な
る
こ
と
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曹
雪
芹
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
宝
玉
の

結
末
「
懸
崖
撒
手
」
に
つ
い
て
も
、
伊
藤
氏
は
「
出
家
得
道
」
と

い
う
一
般
的
な
解
釈
に
終
始
し
、
そ
の
「
出
家
の
趣
向
」
も
ま
た

『
金
瓶
梅
』
の
「
意
匠
を
借
り
た
だ
け
」
と
切
り
捨
て
た
の
は
、

氏
が
脂
評
「
懸
崖
撒
手
」
の
内
容
を
重
視
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
伊
藤
が
版
本
学
か
ら
曹
家
の
歴
史
ま
で
幅

広
い
『
紅
楼
夢
』
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
海
外
で
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る（
注
47
）。
ま
た
、
現
に
氏
は
日
本
語
訳
を
す

る
に
当
た
っ
て
、「
こ
の
訳
書
は
、
兪
平
伯
校
訂
『
紅
楼
夢
八
十

回
校
本
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
お
よ
び
そ
の
付

録
の
後
四
十
回
を
底
本
と
し
、
各
種
の
脂
硯
斎
本
や
程
偉
元
本
な

ど
諸
本
を
参
照
し
て
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
」（
注
48
）と
い
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
兪
平
伯
校
訂
『
紅
楼
夢
八
十
回
校
本
』
の
凡
例（
注
49
）

に
基
づ
く
見
解
で
あ
る
か
ら
、
氏
が
脂
評
本
を
テ
キ
ス
ト
研
究
と

し
て
重
要
な
価
値
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

　

も
と
よ
り
筆
者
は
そ
の
こ
と
に
反
論
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
ま

た
、
本
稿
は
そ
れ
に
異
論
を
申
し
立
て
る
の
も
の
で
も
な
い
。
た

だ
、『
紅
楼
夢
』
研
究
の
大
き
な
問
題
は
、
版
本
論
争
に
陥
り
や

す
い
こ
と
で
、
最
も
重
視
す
べ
き
小
説
本
体
の
理
解
、
あ
る
い
は

曹
雪
芹
の
思
想
を
解
明
す
る
こ
と
が
後
回
し
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
『
紅
楼
夢
』
研
究
で
は
、
種
々
の
脂
評
本
や
脂

評
を
、
脂
硯
斎
と
は
誰
か
を
考
証
す
る
た
め
の
資
料
、
あ
る
い
は

版
本
研
究
の
た
め
の
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
に
終
始
し
、
脂
評
に

よ
っ
て
『
紅
楼
夢
』
の
思
想
研
究
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
お
そ
ら
く
脂
評
と
他
の
作
品

の
評
論

―
『
水
滸
伝
』
や
『
金
瓶
梅
』
の
評
論
と
の
比
較
に

よ
っ
て
生
じ
た
脂
評
の
位
置
づ
け
の
不
適
切
性
、
換
言
す
れ
ば
脂0

評
本
体

0

0

0

の
価
値
を
低
く
評
価
し
た
た
め
に
真
の
意
義
を
十
分
認
識

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
紅
楼
夢
』
の
思
想

研
究
及
び
曹
雪
芹
の
哲
学
世
界
に
言
及
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
脂
評

を
抜
き
に
語
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

周
汝
昌
著
『
曹
雪
芹
小
伝
』
の
訳
者
小
山
澄
夫
は
、『
紅
楼
夢
』

は
「
旧
時
代
的
「
因
果
律
」
の
桎
梏
を
脱
し
、
い
わ
ば
近
代
的

「
不
合
理
」
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
」（
注
50
）と
、

『
紅
楼
夢
』
の
創
作
方
法
は
「
旧
因
果
律
的
文
学
構
図
」
と
は
全
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く
異
な
っ
て
、
読
者
に
「
追
体
験
」
と
「
解
釈
」
を
求
め
る
「
不

合
理
」
な
作
品
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
、『
紅

楼
夢
』
は
『
牡
丹
亭
』、『
長
生
殿
』、『
水
滸
伝
』、『
金
瓶
梅
』

等
々
の
通
俗
小
説
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

作
者
が
全
知
全
能
の
語
り
手
と
し
て
一
方
的
に
「
与
え
」、

読
者
は
無
力
な
聞
き
手
と
し
て
受
動
的
に
「
与
え
ら
れ
る
」

の
み
と
い
う
旧
来
の
文
学
構
図
の
崩
壊
と
と
も
に
、
読
者
と

作
者
と
の
緊
張
関
係
の
も
と
に
作
品
の
《
個
性
》
決
定
さ
れ

る
、
読
者
に
よ
る

0

0

0

0

0

積
極
的
な
文
学
営
為
の
可
能
性
の
成
立
が

認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（
注
51
）。

　

一
見
す
れ
ば
『
紅
楼
夢
』
は
ご
く
普
通
の
古
典
白
話
小
説
に
み

え
る
が
、
読
者
は
受
け
身
一
方
で
物
語
の
内
容
を
理
解
す
る
の
で

は
な
く
、
作
者
と
の
間
に
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
積
極
的
に
作
品
の
意
味
と
作
者
の
意
図
を
自
由
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
小
説
で
あ
る
。「
読
者
に
よ
る

0

0

0

0

0

積
極
的
な
文

学
営
為
」
を
働
か
せ
る
筆
者
に
と
っ
て
、『
荘
子
』
の
世
界
を
彷

彿
と
さ
せ
る
『
紅
楼
夢
』
が
具
体
的
に
小
説
の
中
で
ど
の
よ
う
に

表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、『
紅
楼
夢
』
に
み
え
る
「
巵
言
」「
重

言
」「
寓
言
」
に
曹
雪
芹
は
い
か
な
る
意
味
を
託
そ
う
と
し
た
の

か
、
そ
れ
ら
を
正
し
く
読
み
取
る
た
め
に
脂
評
は
極
め
て
重
要
な

資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
脂
評
は
『
紅
楼
夢
』
の
創
作
過
程
か
ら

諸
場
面
の
描
写
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
真
意
に
い
た
る
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
に
言
及
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
『
紅
楼
夢
』
の

根
底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
『
荘
子
』
の
世
界
を
解
明
す
る
手
が
か

り
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

小
山
も
い
う
よ
う
に
、「『
紅
楼
夢
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
あ

ら
ゆ
る
「
心
理
」
や
「
行
為
」
が
、
す
べ
て
明
々
白
々
に
説
明
し

尽
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
、『
紅
楼
夢
』
の
原

稿
に
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
脂
硯
斎
の
評
す
る
、
い
わ
ゆ
る
〈
不
写

の
写
〉（
描
写
な
き
描
写
）
な
る
側
面
が
あ
る
」（
注
52
）の
だ
か
ら
、

脂
評
は
読
者
に
よ
る
作
品
の
理
解
に
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
紅
楼
夢
』
研
究
は

脂
評
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
脂
評
を
小
説
の
一
部
と
し
て

正
確
に
考
察
し
な
い
限
り
『
紅
楼
夢
』
の
真
の
姿
は
解
明
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注

（
1
）『
国
際
文
化
論
集
』
第
四
十
七
号
（
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
刊
、

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
2
）
梁
归
智
《
石
头
记
探
佚
》
所
収
周
汝
昌
〈
序
〉（
山
西
人
民
出
版
社
，

一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

（
3
）	

＂通
过
脂
批
去
揭
示
此
书
的
独
特
表
现
手
法
和
潜
在
的
思
想
艺
术
内
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涵
，
我
以
为
是
脂
评
本
的
重
中
之
重
。＂（
邓
遂
夫
校
订
《
脂
砚
斋
重
评

石
头
记
》
甲
戌
校
本
、
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
四
頁

（
4
）
甲
戌
本
と
庚
辰
本
は
、
他
の
写
本
に
比
べ
て
大
量
の
脂
評
が
残
さ
れ

た
た
め
、
最
も
貴
重
な
版
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
旧
紅
学
・
新
紅
学
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
6
）	

＂民
国
十
六
年
夏
天
，
我
在
上
海
买
得
大
兴
刘
铨
福
旧
藏
的
《
脂
砚
斋

重
评
石
头
记
》
残
本
十
六
回
＂（《
脂
砚
斋
重
评
石
头
记
》
甲
戌
校
本 

附

录
三
所
収
胡
适
〈
影
印
《
乾
隆
甲
戌
脂
砚
斋
重
评
石
头
记
》
的
缘
起
〉

三
五
五
頁
）

（
7
）
前
掲
邓
遂
夫
校
订
《
脂
砚
斋
重
评
石
头
记
》
甲
戌
校
本 

附
录
三 

三

五
五
頁

（
8
）
程
偉
元
（
一
七
四
二
？
～
一
八
一
八
？
）
と
高
鶚
（
？
～
一
八
一
五
？
）

と
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
版
本
。
乾
隆
末
年
、
程
偉
元
は
寄
寓
し
て
い

た
北
京
で
『
紅
楼
夢
』
百
二
十
回
の
写
本
を
入
手
し
た
。
高
鶚
は
程
偉

元
に
協
力
し
て
『
紅
楼
夢
』
の
補
訂
作
業
を
行
い
、乾
隆
五
十
六
年
（
一

七
九
一
年
）、
萃
文
書
屋
よ
り
百
二
十
回
『
紅
楼
夢
』（
程
高
本
）
を
刊

行
し
た
。

（
9
）	

＂《
红
楼
梦
》
小
说
本
名
《
石
头
记
》，
作
者
相
传
不
一
，
究
未
知
出
自

何
人
，
惟
书
内
记
曹
雪
芹
先
生
删
改
数
过
。＂（
一
粟
编
《
红
楼
梦
卷
》

所
収
程
伟
元
《
红
楼
梦
序
》
中
华
书
局
，
一
九
六
三
年
）
三
一
頁

（
10
）
曹
雪
芹
の
卒
年
に
つ
い
て
は
、
周
汝
昌
は
葵
未
（
一
七
六
四
年
）
と

す
る
。
周
汝
昌
《
红
楼
梦
新
证
》
一
七
三
頁
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一

九
七
六
年
）

（
11
）
脂
硯
斎
以
外
に
も
創
作
に
関
与
し
た
人
物
が
い
た
可
能
性
は
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
。

（
12
）	

＂脂
砚
斋
的
批
红
楼
梦
，
不
用
说
，
和
清
初
金
人
瑞
批
水
浒
、
毛
宗
冈

批
三
国
、
张
竹
坡
批
金
瓶
梅
、
陈
士
斌
等
批
西
游
记
这
一
风
气
是
有
其

直
接
关
联
的
；
不
过
，
脂
砚
斋
究
竟
与
金
、
毛
、
张
、
陈
一
流
人
有
所

不
同
。
金
、
毛
等
人
，
只
是
普
通
读
者
，
就
读
者
的
眼
界
发
表
意
见
；

而
脂
砚
斋
则
不
然
，
他
和
小
说
创
作
过
程
有
极
密
切
的
关
系
，
…
…
脂

砚
斋
与
金
人
瑞
等
人
不
同
，
他
是
经
过
作
者
本
人
承
认
而
且
写
入
正
文

的
批
者
。＂（
周
汝
昌
《
红
楼
梦
新
证
》）
八
五
三
頁

（
13
）
伊
藤
漱
平
「『
紅
楼
夢
』
の
成
立
」
四
五
一
頁
（『
伊
藤
漱
平
著
作
集
』

Ⅰ　

汲
古
書
院
、
平
成
十
七
年
）。
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
す
べ
て

新
漢
字
に
改
め
た
。

（
14
）
周
汝
昌
『
曹
雪
芹
小
伝
』
三
七
七
頁
（
小
山
澄
夫
訳　

汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
）

（
15
）
甲
戌
本
（
一
七
五
四
年
）
と
庚
辰
本
（
一
七
六
〇
年
）
と
の
間
に
あ

た
る
乾
隆
二
十
四
年
（
一
七
五
九
年
）
の
写
本
「
己
卯
本
」
は
、
庚
辰

本
発
見
後
に
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
16
）
胡
適
〈
跋
乾
隆
庚
辰
本
《
脂
硯
齋
重
評
石
頭
記
》
鈔
本
〉（《
胡
適
紅

樓
夢
研
究
論
述
全
編
》
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
及
び
周
汝

昌
《
红
楼
梦
新
证
》
を
参
照
。

（
17
）
胡
適
は
松
斎
の
批
語
を
二
条
と
断
じ
た
が
、
周
汝
昌
は
一
条
と
判
断
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し
た
。
周
氏
に
よ
れ
ば
、
二
条
の
う
ち
に
一
条
は
批
語
の
後
に
松
斎
の

署
名
が
あ
る
の
で
松
斎
の
も
の
、
も
う
一
条
「
松
斋
云
好
笔
力
，
此
方

是
文
字
佳
处
」
は
、
松
斎
自
ら
言0

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
別
の
誰
か
が

松
斎
の
言
を
引
用
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
代
筆
し
た
も
の
と
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
い
う
。（„
署
名
松
斋
的
，
也
只
有
一
条
―
胡
适
则
以
为

有
两
条
，
但
其
中
另
一
条
云
︓
松
斋
云
好
笔
力
，
此
方
是
文
字
佳
处
。

此
种
口
气
可
能
是
松
斋
第
一
身
说
话
，
但
也
可
能
是
别
人
征
引
或
代

记
。＂）（
周
汝
昌
《
红
楼
梦
新
证
》）
八
三
七
頁

（
18
）
邓
遂
夫
校
订
《
脂
砚
斋
重
评
石
头
记 

庚
辰
校
本
》（
作
家
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
二
〇
三
頁

（
19
）
前
掲
『
伊
藤
漱
平
著
作
集
』
Ⅰ 

五
七
頁

（
20
）
飯
塚
朗
訳
『
紅
楼
夢
』
Ⅱ 

一
六
三
頁
（
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
）。

な
お
、
本
稿
で
は
『
紅
楼
夢
』
の
本
文
の
日
本
語
訳
は
こ
の
飯
塚
訳
を

用
い
る
。
た
だ
し
、
日
本
語
訳
の
な
い
脂
評
は
筆
者
の
訳
に
よ
る
。

（
21
）	

＂奴
才
年
当
弱
冠
，
正
犬
马
效
力
之
秋
，
又
蒙
皇
恩
怜
念
先
臣
止
生
奴

才
一
人
＂（
故
宫
博
物
院
明
清
档
案
部
编
《
关
于
江
宁
织
造
曹
家
档
案
史

料
》
一
〇
二
頁　

中
华
书
局
、
一
九
七
五
年
）
の
一
文
か
ら
、
曹
寅
の

跡
を
継
ぐ
者
は
一
人
息
子
の
曹
顒
し
か
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
22
）
以
上
は
周
汝
昌
《
红
楼
梦
新
证
》
所
収
︿
人
物
考
﹀
及
び
︿
史
事
稽

年
﹀、
周
汝
昌
《
曹
雪
芹
小
传
》（
华
艺
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
冯
其

庸
《
曹
雪
芹
家
世
新
考
》（
文
化
艺
术
出
版
社
、一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
23
）
曹
寅
没
後
に
生
ま
れ
た
曹
雪
芹
は
、
曹
寅
か
ら
教
育
を
受
け
た
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
祖
父
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
筆
者
は
考
え
る
。

（
24
）
周
汝
昌
《
红
楼
梦
新
证
》
所
収
〈
脂
砚
斋
批
〉
八
三
三
頁
～
九
四
〇

頁
を
参
照
。

（
25
）
靖
本
と
は
、
揚
州
の
靖
応
鵾
家
の
蔵
本
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
、
靖

応
鵾
の
友
人
毛
国
瑤
が
靖
邸
で
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
多
く
の
批
語
や

異
文
が
含
ま
れ
る
手
鈔
本
を
発
見
し
た
。
毛
国
瑤
は
そ
れ
を
借
り
出
し
、

そ
の
中
の
批
語
を
抄
録
し
た
上
で
同
年
末
に
靖
氏
に
返
却
し
た
。
一
九

六
四
年
、
毛
国
瑤
は
兪
平
伯
と
周
汝
昌
に
こ
の
版
本
の
こ
と
を
伝
え
、

再
び
靖
家
を
訪
問
し
て
靖
本
を
借
閲
し
た
い
旨
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

原
書
は
既
に
紛
失
し
て
い
た
と
い
う
曰
く
付
き
の
本
で
、
今
も
行
方
不

明
の
ま
ま
で
あ
る
。
刘
梦
溪
《
红
楼
梦
与
百
年
中
国
》
三
九
三
～
三
九

五
頁
（
中
央
编
译
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
26
）	

＂第
二
十
二
回
有
一
条
墨
笔
书
云
︓
前
批
〈
按
指
前
面
的
一
条
朱
批
〉

知
者
〈
聊
聊
〉
寥
寥
，
不
数
年
，
芹
溪
、
脂
砚
、
杏
斋
诸
子
，
皆
相
继

别
去
，
今
丁
亥
夏
，
只
剩
朽
物
一
枚
，
宁
不
痛
杀
﹗　

此
批
当
出
「
畸
笏
」

之
手
，
亦
见
他
本
，
但
独
无
「
不
数
年
…
…
」
十
六
字
。
笔
者
过
去
认

为
畸
笏
亦
即
脂
砚
化
名
。
今
有
此
批
出
现
，
则
拙
说
似
误
。
此
尚
待
细

论
。＂
と
あ
る
よ
う
に
、同
一
人
物
だ
と
み
ら
れ
た
脂
硯
斎
と
畸
笏
と
は
、

実
は
別
人
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
丁
亥
の

夏
（
一
七
六
七
年
）
以
前
、
芹
渓
（
曹
雪
芹
の
別
名
）
と
脂
硯
と
が
相

次
い
で
世
を
去
り
、『
紅
楼
夢
』
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
者
の
中
で
畸
笏
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ひ
と
り
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
周
汝
昌
︽
红
楼
梦
新
证
》
所
収
〈
附

录
编 

靖
本
传
闻
录
〉
一
〇
五
〇
～
一
〇
六
六
頁
）

（
27
）
脂
硯
斎
が
„
余
初
看
之
，
不
觉
怒
焉
，
盖
谓
作
者
形
容
余
幼
年
往
事
。

因
思
彼
亦
自
写
其
照
，
何
独
余
哉
﹖
＂（
第
十
七
回
・
十
八
回
）
と
、
曹

雪
芹
と
同
年
代
だ
と
示
唆
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
畸
笏
叟
は
「
畸
笏

老
人
0

0

」（
第
二
十
五
回
）
を
自
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
者
と
も
に
批
語

の
中
で
し
ば
し
ば
「
余
家
（
我
が
家
）」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
お
り
、

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
彼
ら
が
曹
家
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

（
28
）
前
掲
飯
塚
訳
『
紅
楼
夢
』
Ⅰ 
一
二
頁

（
29
）『
荘
子
』
天
下
篇　

金
谷
治
訳
注
『
荘
子
』
第
四
冊
（
岩
波
書
店
、
一

九
八
三
年
）
二
二
八
頁

（
30
）『
紅
楼
夢
』
と
『
荘
子
・
天
下
篇
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
に
詳
論
す

る
。

（
31
）
前
掲
《
脂
砚
斋
重
评
石
头
记 

甲
戌
校
本
》
八
三
頁

（
32
）
前
掲
飯
塚
訳
『
紅
楼
夢
』
Ⅰ 

一
三
頁

（
33
）
同
上

（
34
）『
紅
楼
夢
』
全
編
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
『
離
騒
』
や
『
九
辯
』
も
『
紅

楼
夢
』
の
研
究
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

（
35
）
こ
の
一
条
の
脂
評
は
、
甲
戌
本
と
庚
辰
本
両
方
の
版
本
に
あ
る
が
、

庚
辰
本
に
は
「
丁
亥
夏　

畸
笏
叟
」
の
署
名
が
付
い
て
い
る
も
の
の
、

甲
戌
本
に
は
な
い
。
こ
の
脂
評
は
脂
硯
斎
に
よ
る
も
の
か
、
畸
笏
叟
に

よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
丁
亥
夏
に
畸
笏
叟
が
書
き
写
し
、
署
名
を
加

え
た
も
の
か
定
論
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
脂
評
は
脂
硯
斎
も

し
く
は
畸
笏
叟
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
36
）
伊
藤
漱
平
「
脂
硯
斎
と
脂
硯
斎
評
本
に
関
す
る
覚
書
」
五
七
頁
（『
伊

藤
漱
平
著
作
集
』
Ⅰ
所
収
）

（
37
）
同
上
五
九
頁

（
38
）
同
上
六
〇
頁

（
39
）
こ
れ
ま
で
も
脂
評
を
使
っ
た
研
究
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
食
文
化
や
服
飾
、
あ
る
い
は
文
学
性
や
仙
女
崇
拝
な
ど
に
関

す
る
も
の
で
、
作
品
の
思
想
性
、
す
な
わ
ち
『
荘
子
』
の
世
界
に
言
及

し
た
研
究
成
果
は
皆
無
に
等
し
い
。

（
40
）
前
掲
「
脂
硯
斎
と
脂
硯
斎
評
本
に
関
す
る
覚
書
」
五
九
頁

（
41
）
周
汝
昌
『
曹
雪
芹
小
伝
』
三
七
六
頁
（
小
山
澄
夫
訳　

汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
）

（
42
）
同
上
三
八
四
頁
の
注
五

（
43
）
同
上
三
七
八
頁

（
44
）
伊
藤
漱
平
「
曹
霑
と
高
鶚
に
関
す
る
試
論
」
四
三
〇
頁
（『
伊
藤
漱
平

著
作
集
』
Ⅰ
所
収
）

（
45
）
前
掲
『
曹
雪
芹
小
伝
』
三
七
六
～
三
七
八
頁

（
46
）
前
掲
「
脂
硯
斎
と
脂
硯
斎
評
本
に
関
す
る
覚
書
」
五
九
頁

（
47
）
孙
玉
明
《
日
本
红
学
史
稿
》
所
収
〈
伊
藤
漱
平
在
该
时
段
的
《
红
楼
梦
》

研
究
〉（
北
京
图
书
馆
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
六
～
一
九
七
頁
を
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参
照
。

（
48
）
伊
藤
漱
平
訳
『
紅
楼
夢
』（
上
）
五
八
八
頁
（
平
凡
社
、一
九
七
三
年
）

（
49
）
俞
平
伯
校
訂
・
王
惜
時
參
校
《
紅
樓
夢
八
十
回
校
本
》（
人
民
文
學
出

版
社
、
一
九
五
八
年
）
の
︿
校
改
紅
樓
夢
凡
例
﹀
に
、「
以
戚
本
爲
底
本
，

以
脂
庚
本
爲
主
要
校
本
，
定
爲
新
本
，
而
以
其
他
各
抄
本
參
校
之
，
不

得
已
則
參
考
刻
本
」
と
あ
る
。

（
50
）
小
山
澄
夫
「
紅
楼
夢　

情
か
ら
不
合
理
へ
」
三
二
五
頁
（
伊
藤
漱
平

編
『
中
国
の
古
典
文
学
―
作
品
選
読
』
所
収
。
東
京
大
学
出
版
社
、
一

九
八
一
年
）

（
51
）
同
上
三
二
七
頁

（
52
）
同
上
三
二
五
頁
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